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二
〇
一
八
年
二
月
九
日
発
出
の
厚
生
労
働
省
保
健
局
医
療
課
長
通
知
「
保
医
発
〇
二
〇
九
第
一
号
」
（
以
下
、
「
二
〇
一
八

年
二
月
九
日
の
通
知
」
と
呼
ぶ
）
で
、
「
保
険
医
の
診
察
や
義
肢
装
具
士
へ
の
指
示
を
経
ず
に
患
者
へ
の
採
型
・
採
寸
、
装
着

又
は
販
売
等
が
さ
れ
た
治
療
用
装
具
に
つ
い
て
、
保
険
者
が
療
養
費
を
支
給
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
こ
と
」
と
の
記
述
が
な

さ
れ
た
以
降
、
い
く
つ
か
の
保
険
者
が
、
そ
れ
ま
で
の
方
針
を
変
え
て
、
義
肢
装
具
士
資
格
を
持
た
な
い
整
形
靴
業
者
の
治
療

用
装
具
（
靴
型
装
具
等
）
に
つ
い
て
、
療
養
費
の
支
給
を
認
め
ず
、
装
具
に
よ
る
治
療
が
必
要
な
方
や
障
害
の
あ
る
方
へ
の
人

権
侵
害
が
生
じ
て
い
る
。
私
は
、
二
〇
二
〇
年
に
二
度
に
わ
た
り
、
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
問
題
を
指
摘
し
た
が
、
是
正

さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
二
〇
二
三
年
三
月
十
七
日
に
は
、
厚
生
労
働
省
保
健
局
医
療
課
長
通
知
「
治
療
用
装
具
に
係
る
療

養
費
の
支
給
の
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
」
及
び
同
医
療
課
事
務
連
絡
「
治
療
用
装
具
に
係
る
療
養
費
の
取
扱
い
に
関
す
る
疑
義

解
釈
資
料
の
送
付
に
つ
い
て
」
（
以
下
、
「
二
〇
二
三
年
三
月
十
七
日
の
事
務
連
絡
」
）
が
発
出
さ
れ
、
医
師
の
指
示
に
よ
り

被
保
険
者
が
当
該
の
医
療
機
関
か
ら
直
接
購
入
し
た
「
既
製
品
の
治
療
用
装
具
」
で
あ
っ
て
も
、
義
肢
装
具
士
が
関
与
し
て
い

な
い
場
合
は
「
療
養
費
の
支
給
対
象
に
な
ら
な
い
」
と
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。 

 

以
下
、
質
問
す
る
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一 

二
〇
二
〇
年
四
月
十
四
日
の
衆
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
政
府
参
考
人
は
、
「
二
〇
一
八
年
二
月
九
日
の
通
知
」

の
記
述
に
つ
い
て
、
「
御
指
摘
の
通
知
は
、
保
険
医
か
ら
義
肢
装
具
士
へ
の
指
示
を
経
ず
に
提
供
さ
れ
た
治
療
用
装
具
に
つ

い
て
療
養
費
を
支
給
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
旨
を
示
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
従
来
か
ら
の
義
肢
装

具
士
法
上
の
解
釈
を
明
確
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
取
扱
い
に
つ
い
て
変
更
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
従
来
か
ら
」
と
は
具
体
的
に
い
つ
か
ら
な
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
「
従

来
か
ら
の
義
肢
装
具
士
法
上
の
解
釈
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
行
政
文
書
名
（
保
存
さ
れ
て
い
る
最
も
古
い
も
の
）
と
そ
の
内

容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

一
九
八
八
年
四
月
一
日
発
出
の
厚
生
省
健
康
政
策
局
長
通
知
「
義
肢
装
具
士
法
の
施
行
に
つ
い
て
」(

健
政
発
第
一
九
九

号)

に
「
義
肢
装
具
の
採
型
適
合
等
の
う
ち
、
従
来
医
師
又
は
看
護
婦
等
の
み
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
医
行
為
の
範
疇

に
わ
た
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
義
肢
装
具
士
が
診
療
の
補
助
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
」
と
記
述

し
、
そ
の
「
別
記
様
式
」
で
「
私
は
、
義
肢
装
具
士
法
附
則
第
三
条
の
趣
旨
が
、
こ
れ
ま
で
医
療
の
現
場
に
お
い
て
実
際
に

適
法
に
義
肢
装
具
の
採
型
（
採
寸
を
含
む
。
）
、
製
作
及
び
適
合
の
業
務
を
行
っ
て
き
た
者
に
、
法
施
行
後
も
継
続
し
て
業

務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
特
例
措
置
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
」
と
記
述
し
て
い
る
。
一
九
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八
七
年
に
義
肢
装
具
士
法
が
制
定
さ
れ
る
以
前
も
、
治
療
を
要
す
る
患
者
に
対
し
て
、
医
師
の
指
示
の
も
と
、
装
具
製
作
者

が
「
採
型
・
採
寸
」
を
行
い
治
療
用
装
具
が
作
製
さ
れ
、
療
養
費
が
支
給
さ
れ
て
き
た
事
実
を
認
め
る
か
。 

三 

一
九
八
八
年
四
月
一
日
発
出
の
「
義
肢
装
具
士
法
の
施
行
に
つ
い
て
」(

健
政
発
第
一
九
九
号)

の
う
ち
、
問
二
で
引
用
し

た
部
分
を
踏
ま
え
れ
ば
、
義
肢
装
具
士
と
は
、
「
義
肢
装
具
の
採
型
適
合
等
の
う
ち
、
従
来
医
師
又
は
看
護
婦
等
の
み
が
」

行
っ
て
い
た
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
資
格
で
あ
り
、
義
肢
装
具
士
法
制
定
前
に
義
肢
装
具
製
作
者
が
「
適
法
に
義
肢
装

具
の
採
型
（
採
寸
を
含
む
。
）
、
製
作
及
び
適
合
の
業
務
を
行
っ
て
」
提
供
し
て
い
た
「
治
療
用
装
具
」
に
該
当
す
る
も
の

の
提
供
業
務
に
つ
い
て
は
、
義
肢
装
具
士
法
施
行
に
伴
っ
て
、
資
格
の
有
無
に
関
し
て
は
何
ら
影
響
を
受
け
な
い
の
で
は
な

い
か
。 

四 

二
〇
二
〇
年
五
月
十
三
日
の
衆
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
「
医
行
為
に
該
当
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
最
終
的
に
は
個
別
具
体
的
な
判
断
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
般
的
に
は
、
治
療
を
要
す
る
患
者
の
患
部
へ
の
義
肢
装

具
の
採
型
、
適
合
に
つ
い
て
は
、
適
切
に
行
わ
な
け
れ
ば
患
者
の
患
部
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
医
行
為
に
該
当
す
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
医
行
為
に
該
当
し
な
い
場
合
も
も
ち
ろ

ん
あ
り
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
「
治
療
を
要
す
る
患
者
の
患
部
へ
の
義
肢
装
具
の
採
型
、
適
合
」
に
つ
い
て
、
担
当
医
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が
採
型
、
適
合
に
よ
る
侵
襲
性
が
な
い
と
「
個
別
具
体
的
に
判
断
」
す
れ
ば
「
医
行
為
に
該
当
し
な
い
場
合
」
に
あ
た
る
こ

と
と
な
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
良
い
か
。 

五 

義
肢
装
具
士
法
は
、
治
療
を
要
す
る
患
者
に
対
し
て
の
「
義
肢
装
具
の
製
作
適
合
等
」
の
業
務
を
義
肢
装
具
士
に
限
る
と

い
う
、
業
務
独
占
の
法
律
で
あ
る
か
否
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

健
康
保
険
法
で
、
療
養
費
の
支
給
・
不
支
給
要
件
と
し
て
、
「
義
肢
装
具
士
が
患
者
へ
の
採
型
・
採
寸
、
装
着
又
は
販
売

等
を
行
っ
た
治
療
用
装
具
」
で
あ
る
か
否
か
、
に
言
及
し
た
規
定
等
は
あ
る
の
か
。
あ
る
な
ら
ば
示
さ
れ
た
い
。 

七 

「
二
〇
二
三
年
三
月
十
七
日
の
事
務
連
絡
」
に
お
い
て
、
「
保
険
医
か
ら
義
肢
装
具
士
へ
の
指
示
を
経
ず
に
患
者
が
保
険

医
療
機
関
等
で
購
入
し
た
既
製
品
装
具
は
、
治
療
用
装
具
療
養
費
の
支
給
対
象
と
は
な
ら
な
い
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
保
険

医
が
治
療
上
必
要
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
製
品
装
具
の
購
入
に
つ
い
て
、
義
肢
装
具
士
の
関
与
が
な

け
れ
ば
、
療
養
費
の
支
給
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る
の
は
、
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
い
。
い
っ
た
い
、
ど
の
法
律
の
ど
の
条

項
を
根
拠
と
し
て
い
る
の
か
、
示
さ
れ
た
い
。 

 
 

法
的
根
拠
を
示
せ
な
い
場
合
は
、
保
険
医
が
治
療
上
必
要
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
製
品
装
具
の
購

入
に
つ
い
て
、
義
肢
装
具
士
の
関
与
が
な
け
れ
ば
、
療
養
費
の
支
給
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
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基
づ
く
も
の
な
の
か
、
示
さ
れ
た
い
。 

八 
「
二
〇
二
三
年
三
月
十
七
日
の
事
務
連
絡
」
に
お
い
て
、
「
保
険
医
か
ら
義
肢
装
具
士
へ
の
指
示
を
経
ず
に
患
者
が
保
険

医
療
機
関
等
で
購
入
し
た
既
製
品
装
具
は
、
治
療
用
装
具
療
養
費
の
支
給
対
象
と
は
な
ら
な
い
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
保
険

医
が
治
療
上
必
要
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
製
品
装
具
の
購
入
に
つ
い
て
、
義
肢
装
具
士
の
関
与
が
な

け
れ
ば
、
療
養
費
の
支
給
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る
の
は
、
保
険
医
の
患
者
に
対
す
る
治
療
内
容
に
関
し
て
、
保
険
医
の
判

断
よ
り
も
、
義
肢
装
具
士
の
判
断
を
上
位
に
置
く
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


